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課題解決
への取組み

事業の
方向性

令和７年度
予算要求

[事業担当課]

予算編成
結果

[財政課]

令和
５年度

令和
６年度

増額
（要求額：367,083）

【理由】
計画的に整備する
必要があるため

減額
（要求額：14,951）

【理由】
補助金の一部を
減額したため

減額
（要求額：37,435）

【理由】
計画を見直したため

予算額の推移

令和６年度 川口市行政評価外部評価委員会　評価対象事業総括表

改善
要求額
どおり

外部評価結果に対する
今後の事業展開
（事業担当課）

予算編成状況

20,588 16,567

328,315 355,687

61,636

防災施設整備事業
（危機管理課）

改善 現状維持
要求額
どおり

緑化推進事業
（みどり課）

改善

赤山城跡保存
整備事業

（文化財課）
改善 改善

要求額より
減額

（21,284）
17,636

資料１



事業名 担当課

委員会 改善の必要あり

担当課 改善

委員会 概ね適正

担当課 現状維持

増額

　情報伝達手段については、今後も時代の変化とともに多様化する情報伝達ツール等を有効に活
用しながら、全ての市民が自分に合った方法で防災情報を収集することができるよう、複数の手
段を構築し、広く周知していくことが重要だと考えている。

　なお、今回ご指摘いただいたとおり、防災気象情報の登録者数を事業評価の目標指標にするこ
とは、具体性がなく適当ではないことから、第６次総合計画の策定に合わせて目標指標の見直し
を行う。

　また、防災行政無線については、放送範囲が約２倍に広がる高規格スピーカーを令和３年度か
ら採用したことに伴い、将来的な設置数２６２基の計画については見直しを図っていく。

　今後についても、いつ発生するか分からない災害に対する備えとして、市民等の安心・安全を
確保するために必要な事業を引き続き実施していきたい。

２　令和７年度予算作成にあたっての考え方 予算計上の方向性

　防災における予算確保の試算を具体的に行うためには、実際に被災した自治体等の経験や課題
を検証し、それらを反映させることが有効な手段の一つであると考えている。

　なお、能登半島地震の教訓等を踏まえ、令和７年度以降は非常食や災害用トイレ、ダンボール
ベッドなどの備蓄品をさらに充実させていく予定であり、今後はそれらの備蓄品を適正に保管
し、かつ災害時に必要な場所へ迅速に配給するために適した大型倉庫の整備について検討してい
きたいと考えている。

　自然災害が全国的に激甚化・頻発化する現在では「これだけ備えていれば安心」という正解が
ないことから、本事業は将来的に拡充することはあっても縮小することはないと想定しており、
今後も引き続き十分な検討を重ねながら必要な予算を確保していきたい。

令和６年度　外部評価委員会からの評価に対する対応方針について

防災施設整備事業 危機管理課

【外部評価結果に対する担当課における方針の概要】

１　外部評価結果に対する今後の事業展開について

①課題解決への
取り組み

②事業の方向性



千円

※（参考）当初予算額の推移

予算要求額 367,083

財政課の
予算編成結果

要求どおり

その理由
埼玉県防災行政無線施設再整備に係る市負担金が11,800千円であり、昨年度
比増の主要因となっているが、その他の内容については必要最低限であるた
め要求どおりとしたもの。

３　予算編成結果

単位：千円

年度 当初予算額 前年度比

令和５年度 328,315

令和６年度 355,687 27,372

令和７年度 367,083（要求額） 11,396



事業名 担当課

委員会 改善の必要あり

担当課 改善

委員会 改善の必要あり

担当課 改善

減額

　本事業は、外部評価結果Ⅰにある５項目の定量評価のうち①趣旨・目的及び達成手段②事業の
効果③事業の効率化において、半数以上の委員から「概ね適正」との評価があったところであ
る。

　緑化推進事業については、緑の基本計画等に基づいて実施しており、今後は国の見直し等を注
視し検討していきたい。

２　令和７年度予算作成にあたっての考え方 予算計上の方向性

上記に鑑み一部補助事業について減額の方向で調整した。

令和６年度　外部評価委員会からの評価に対する対応方針について

緑化推進事業 みどり課

【外部評価結果に対する担当課における方針の概要】

１　外部評価結果に対する今後の事業展開について

①課題解決への
取り組み

②事業の方向性



千円

※（参考）当初予算額の推移

予算要求額 14,951

財政課の
予算編成結果

要求どおり

その理由
上記「令和７年度予算作成にあたっての考え方」のとおり、一部補助事業を
減額し、それ以外は去年とほぼ同等であることから、必要最低限の予算要求
内容のため要求どおりとした。

３　予算編成結果

単位：千円

年度 当初予算額 前年度比

令和５年度 20,588

令和６年度 16,567 -4,021

令和７年度 14,951（要求額） -1,616



事業名 担当課

委員会 改善の必要あり

担当課 改善

委員会 改善の必要あり

担当課 改善

減額

　既に整備が完了し、賃貸借している土地に関しては継続して取得していくが、その他の計画に
関しては、概ね３年後を目途に見直しを図る。

２　令和７年度予算作成にあたっての考え方 予算計上の方向性

　令和７年度予算については、令和６年度の予算より減額とする。また、令和８年度以降の予算
作成に関しても、計画の見直しを念頭に、見直しを行っていく。

令和６年度　外部評価委員会からの評価に対する対応方針について

赤山城跡保存整備事業 文化財課

【外部評価結果に対する担当課における方針の概要】

１　外部評価結果に対する今後の事業展開について

①課題解決への
取り組み

②事業の方向性



千円

※（参考）当初予算額の推移

予算要求額 37,435

財政課の
予算編成結果

一部査定
（37,435千円→21,284千円）

その理由 事業の進捗状況及び必要性に鑑み査定

３　予算編成結果

単位：千円

年度 当初予算額 前年度比

令和５年度 17,636

令和６年度 61,636 44,000

令和７年度 21,284（要求額） -40,352


